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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・デイケア内での物のやり取りが多くなってきているため、ミーティング時に物のやり取りを禁止している理由やデイケア内でのルールを守ることについて、暫くの間注意していくこと。
・9/5（水）立入検査がある。青陽館を見に来る可能性がある為、水周りや手指消毒容器の日付など、環境整備を徹底して行うこと。10/16（火）は実地指導が入る。
・ジョブガイダンスについて、参加者への声掛けは継続して行うこと。聞きたいことややりたいこと、参加人数も併せて確認していき、案は9/6（木）までに柴崎さんまで連絡すること。
・千葉学園看護学生の実習について、9/12（水）に実施予定。

・工事による職員駐車場の移動について
8/30（木）～9/13（木）9：00～17：00の間、青陽館スタッフの駐車場が通行できなくなる。遅番者の駐車場が入れないため、工事期間は当院職員駐車場の第2駐車場へ駐車すること。第2駐車場が満車のときは第3駐車場、第3駐車場も満車のときは青陽館横に駐車すること。また、利用者の中で、家族から送迎してもらって来ている方に対しても、工事の件について情報を伝えること。
・大人の日帰り旅行について
日にち：9/20（木）場所：八幡平（あんとらあ・後生掛温泉・遊歩道散策）

大人日帰り旅行への参加者を集計し参加者リストを作成している為、参加する方は確認すること。

・9/21（金）法人防災訓練実施予定。紫葉さんが参加予定。
＜研修案内＞
・第3回法人研修
9/4（火）ビデオ研修6日（木）17:30～18:30　場所：メンタル４階　メモリアルホール

テーマ：｢医療・介護事故予防と事故時の対応について｣　講師：鈴木陽大　弁護士
・9/8（土）院内感染対策研修会　場所：はちふくプラザねじょう
・看護グループ内研修
9/7（金）17：15～17：45　場所：メンタルケア病棟3階　会議室
テーマ「救急対応」　講師：藤原SGM
9/14（金）17：15～18：15　場所：病院2階　会議室
・東北精神保健福祉学会　山形大会
「気づき、そして、つなぐ―多様化する医療・保健・福祉―」

9/30（日）9：20～16：30　場所：山形テルサ
プログラム・抄録集が青陽館2階相談室にあるので、興味がある人は確認すること。

＜利用者様情報＞
デイケア
・上川原　豊　様～今日までの薬の空包確認で全て揃っている。プログラム中に時折、居眠りはあるが、質問したり積極的に参加している。
・繁名　和恵　様～普段より遅めに来所しており、体調確認すると幻聴が強い為、頓服薬のリスペリドン液を服用してグループホームを出たとのこと。昼食時、顔に多量の汗をかき食事摂取している為、体調を確認し汗を拭くように促す。「大丈夫だよ。ご飯食べてから汗を拭くから。」と食べ続けている。摂取量も多くご飯・サラダ・手羽先5個・ヨーグルト3個摂取
・我満　奈津紀様～「家にいても気分が落ち込むから来ました。」と来所している。気分が落ち込むことが多い為、交際相手と相談して「事業所で仕事をするか、デイケアを毎日使うか考えている。」と話し、担当スタッフと話し合いデイケアの利用を週5日体験利用して、外来時に主治医へ相談するとのこと。引越しが出来ないようなら交際相手と籍をいれると話すなど、話しが2転3転している。本日、市役所に行って引っ越しの件について相談してくるとのこと。
・平　京子　様　～本人より電話があり、体調不良で欠席すると連絡がある。「いつもデイケアに行く途中で具合が悪くなるので、デイケアを止めようと思って。」と話している。1人で決める前に担当と話し合うことや主治医と相談するように助言すると、「そうなんだ。わかった。」と返答している。次回来所した際に、担当と話し合うこととしている。
・曽我　泰庸　様～スタッフに急に話し掛けがあり、「おっぱい」と言いながら携帯電話に保存している女性の胸を隠した状態の裸体を見せてきている。どこでそのような画像を保存しているか確認すると、質問に反応する様子はなく、携帯電話を弄っている。その後、孫の画像を見せ、「かわいいでしょ」と見せている。金曜日の帰宅後の様子を確認できていないため、午後から話を聞いていく。
・根地戸　恵　様～スタッフと話した後に、ロッカーの方に行くことがあり様子を見に行くと、根地戸様が女性ロッカー側、磯島様が男性ロッカー側で物のやり取りらしきことをしていたとのこと。スタッフより、「何していたの？」と確認すると、「何でもないよ」とお互いに離れていったとのこと。昼食時、田端様が食べ終わったお弁当箱をひっくり返してしまい、その際に左大腿部にかかってしまうことがある。田端様が謝られたことに対し、「いいよ、いいよ」「大丈夫」などと話し、トラブルになることはない。
・田端　香織　様～紛失していたデイケアのロッカーの鍵がタンスの中から見つかったとのこと。昼食時、本人様が食べ終わったお弁当箱をひっくり返してしまい、その際に根地戸様の左大腿部にかかってしまうことがある。何度も謝っていることがあり、スタッフ介入しフォローしているとのこと。
・田名部　浩平様～グループホーム世話人より情報提供がある。最近怖い幻聴があると話しており、就労面でも上手くいっていない様子があるとのこと。本人へ確認すると「力仕事があって。ちょっと疲れる。」とのこと。就労先にスタッフへ相談出来ているか聞くと「大丈夫です。」と返答している。本日は、15：00にグループホーム世話人と面談の予定。
・森田　清助　様～本日、朝3時頃より歯痛があるとのことで起床しているため、歯医者に行って来るとのことでデイケア欠席している。
デイナイトケア
・板橋　利美　様～昨日通所スタッフへ、今飲んでいるお茶の成分と服薬との関連が気になるような発言をしていたため、担当医に相談してみるよう助言してしたが、帰荘後、青風荘スタッフへも同様のことを話しており、処方薬の薬事情報のコピーを希望する為渡したとのこと。以後は特に訴えがないが、今朝「スプーン付けて欲しい」と要望があり、理由を尋ねると「握力が弱くなってる気がする」と話していたとのこと。本日のデイナイトケアでは、朝に「今日一睡もしてないんだよ」と話し掛けることがある。一睡もできなかった理由について窺うと、「目覚ましの調子が悪くて…」「今日シーツ交換があるから」などと関係性に乏しい発言が聞かれている。昼食後は、階段前に横になり口を開けながら眠っている。スタッフや利用者が扉を開けても、起きることなく眠られている。

・吉田　富秋　様～青風荘より情報提供があり、8/20に便秘、腹痛、発熱等の症状にてうしお内科クリニックを受診した際、一度精密検査を受けた方がよいとのお話があり、昨日紹介状を作成して頂くため受診している。昨日は、受診先でも行える検査をしてみて、結果によって別な病院を紹介するとのお話しがあり、触診と血液検査を行い、9/14に大腸検査とエコー検査を行う予定とのこと。
・佐藤　ミツ子様～昨日のデイナイトケア利用中に、気分の高揚が見られている。青風荘より情報提供があり、血圧183/122㎜Ｈｇ、再検後も血圧172/120㎜Ｈｇ。体調については、「いつもと変わらない」と話している。今朝もバイタル測定を実施。血圧147/78㎜Ｈと正常値に比べ、高い状態である。
・倉石　ヨシエ様～本日で排便が4日出ていないとのこと。
ナイトケア
・村上　元道　様～来所後間もなく「ゆとりから連絡がないんですけどー」と母の今後について気にする発言があるが詳細を話すことはない。本日の就労先での作業内容を確認すると、「疲れたよー就労B型みたいな単純作業してきた」と話す。他利用者やスタッフと冗談を交えつつ適宜交流している。
・下妻　康貴　様～他利用者やスタッフと適宜交流している。夕食後の自主活動時に目を瞑っていることから体調確認すると、「疲れると左目の奥が痛いんだよね」「実は疲れてて、グループホーム帰るとすぐ寝ちゃうんだよね」と話すことから、“いつも笑顔だから疲れた顔見たことないです。無理しなくてもいいんですよ？”と伝えると、「疲れている顔を見せないにしてる」と話しており評価している。また仕事内容について「今日は液体肥料を混ぜた水をジョウロに入れて水やりした。夏は2週間に1回の月曜日なんだけど、ジョウロに入れるために行ったり来たりして疲れた」「でも夏はパセリー菜まで自転車で行くんだけど冬は歩くから、それもそれで疲れるけどね」と笑顔で話している。以後はテレビ観賞し時折笑顔を見せている。20：40本人から連絡がある。「左足裏の土踏まずじゃないところがつって痛い。痛すぎて横になってる」と話すことから、伸ばすだけ伸ばしてみるよう助言している。「今日暑かったし、しゃがむ作業が多かったからかな」と話しており、万が一疼痛が改善しないようであれば、再度当館へ連絡ほしいことを伝えている。以後連絡はない。
＜プログラム検討会＞
・プログラム作成時に、○年○月と必ず記載するようにとのこと。
　ファイルに挟む際に、いつのかわからなくなるため。
・禁煙プログラムに参加する人数が多くて3名。そのため、他のプログラムに取り入れら
れそうなら取り入れ実施したい。
→まずは、実施の曜日の変更や時間帯の変更をして、参加状況を確認。
　参加してもらいたい人に関しては、個別で禁煙プログラムを促していく。
